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労働時間とは

労働時間とは下記のように考えられている。

⚫使用者の指揮命令下に置かれている時間であり、使用
者の明示又は黙示の指示により労働者が業務に従事す
る時間。

⚫参加することが業務上義務づけられている研修・教育
訓練の受講や、使用者の指示により業務に必要な学習
等を行っていた時間は労働時間に該当する可能性があ
る。
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医師の自己研鑽（定義）

一般的に医師の自己研鑽とは、診療等の本来業務の傍ら
で、医師自身の知識の獲得や技能の向上を図るために行
う学習、研究等のことをいう。
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医師が行う診療、教育研究

本来業務 自己研鑽



医師の自己研鑽（労働時間該当性の仕分け）

医療機関として重要なのは、労働時間に該当する本来業
務なのか自己研鑽なのか、そもそも労働時間に該当しな
い自己研鑽なのかを明確にすることである。
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医師が行う診療、教育研究（明確に区分する必要有）

本来業務

自己研鑽

左記以外は
労働時間非該当

労働時間に該当

所定労働時間
に実施

所定労働時間外に
上司の明示又は黙
示の指示で実施



医師の自己研鑽（ルール作り例）

下記のケースについて研鑽の具体的内容を抽出し、労働
時間該当性を整理するなどのルール作りをすることも一
案である。

1. 一般診療における新たな知識、技能の習得のための学
習 

2. 博士の学位を取得するための研究及び論文作成や、専
門医を取得するための症例研究や論文作成

3. 手技を向上させるための手術の見学
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そもそも月100時間とは～脳・心臓疾患の労災認定基準～

長期間の過重業務の評価にあたり、労働時間と労働時間以外の

負荷要因を総合評価して労災認定することを明確化された。
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面接指導実施体制構築手順

面接指導実施体制の構築について、その手順を以下に示す。
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面接指導対象
医師の確認

面接指導の
スケジュール化

面接指導の実施



面接指導対象医師の確認

面接指導対象医師の確認について、その手順を次以降のスライド
で示す。
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面接指導対象
医師の確認

面接指導の
スケジュール化

面接指導の実施



面接指導対象医師の確認（面接指導対象医師の把握）

月の時間外・休日労働が100時間以上になることが見込まれる面
接指導対象医師を月単位で把握する。
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月80時間等の一定の時間を超えた時
点でタイムリーに通知等がされる仕
組みがベスト。

事務部門 勤怠
データ

通知



面接指導対象医師の確認（面接指導実施についての連絡体制）

月100時間以上の時間外・休日労働が見込まれる場合、面接指導
の実施について、面接指導対象医師だけでなく所属長やシフト管
理者へも確実に連絡する。
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確実に連絡できるような仕組みが必要。
事務部門のサポートも不可欠。
面接指導対象医師へは連絡時、疲労蓄積
度チェック等の書類記入を依頼する。

面接指導対象医師

所属長

シフト管理者

疲労蓄積度
チェック等

事務部門



面接指導対象医師が記入する書類（睡眠負債の状況を評価する質問紙）
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面接指導対象医師が記入する書類（疲労蓄積度チェックリスト）
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面接指導のスケジュール化

面接指導のスケジュール化について、その手順を次以降のスライ
ドで示す。
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面接指導対象
医師の確認

面接指導の
スケジュール化

面接指導の実施



面接指導のスケジュール化（面接指導対象医師への配慮）

面接指導対象医師が必要に応じて産業医へ相談可能な仕組みや、
面接指導実施医師が直接の上司にならないようにする。
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必要に応じて
相談が可能。 面接指導対象医師

産業医 直接の上司

相談
面接指導

直接の上司が面接
指導実施医師とな
らないようにする。



面接指導のスケジュール化（面接指導実施へ必要な情報の提供）

面接指導医師に対して、面接指導に必要な情報を提供する。
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面接指導対象医師が記入した疲労蓄積度
チェックリストに加えて、該当月の勤務
の状況も面接指導実施医師へ提供する。

面接指導実施医師

疲労蓄積度
チェック等

事務部門
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出典：令和2年12月22日 医師の働き方改革の推進に関する検討会 中間とりまとめ参考資料報告書 P18



面接指導の実施

面接指導の実施について、その手順を次以降のスライドで示す。
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面接指導対象
医師の確認

面接指導の
スケジュール化

面接指導の実施



面接指導の実施（面接指導の実施と管理者への報告）

面接指導を確実に実施し、その結果が管理者へ報告されるように
する。この時、事務部門がサポートするのが望ましい。
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指導結果
及び
意見書

指導結果
及び
意見書

面接指導実施医師が記入した指導結果及び意見書を受け取り、
管理者へ報告する。事務部門のサポートが望ましい。

管理者
面接指導
実施医師

事務部門



面接指導の実施（就業上の措置が必要な場合の連絡体制）

面接指導の結果、就業上の措置が必要な場合、所属長やシフト管
理者へ確実に連絡する。
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確実に連絡できるような仕組みが必要。
事務部門のサポートも不可欠。

所属長

シフト管理者

事務部門



面接指導の実施（就業上の措置）

【就業上の措置例】

• 宿直勤務の制限（月2回まで）又は禁止

• 就業内容の変更（手術は禁止し外来業務のみ）

• 外勤の禁止

• 時間外労働の制限（15時間／週まで）

• 就業日数の制限（3日／週まで）

• 就業時間の制限（8時30分～12時00分）

• 休日勤務（禁止・制限）
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面接指導の実施（就業上の措置の記録例）
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本⼈への指導内容 及び 管理者への意見（複数選択可・該当項目の左に○をつける）

就業上の措置は不要です

以下の⼼身の状況への対処が必要です（○で囲む）
専門医受診勧奨 ・ 面談を含む産業医連携 ・ その他（特記事項へ記載）

以下の勤務の状況への対処が必要です（○で囲む）
上司相談 ・ 面談を含む産業医連携 ・ その他（特記事項へ記載）

（特記事項）
・⼼身の状況への対処として、就業について主治医と産業医とで連携することが望ましい。
・勤務の状況への対処として、疲労が蓄積しているので、業務内容の質量ともに調整が必要である。

面接実施年月日 令和8年6月30日

面接指導実施医師 形成外科 厚生 太郎



（参考）月の時間外・休日労働が155時間を超えた医師の把握

月の時間外・休日労働が155時間を超えた医師を月単位で把握す
る。
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月155時間を超えた時点
でタイムリーに通知等が
される仕組みがベスト。

事務部門
勤怠
データ通知

所属長

シフト管理者
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出典：平成31年3月28日 医師の働き方改革に関する検討会 報告書 P37上段
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勤務計画作成

勤務間インターバルが確保された勤務計画を作成する。この際、
宿日直許可の有無による取扱いの違いに注意するほか、副業・兼
業先の労働時間、付与が必要な代償休息も含めて作成する。
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自院の労働時間
副業・兼業先の

労働時間
勤務間インターバルが
確保された勤務計画



勤務間インターバルが確保された勤務計画例
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月 火 水 木 金 土 日
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出典：令和6年6月28日 医師の働き方改革に係る追加的健康確保措置に関する説明会 医療整備課資料P28



労働基準法の宿日直許可による効果

下記例の土曜日の当直について宿日直許可（9時間以上の場合に
限る）を得ておくと、日曜日も通常勤務が可能になる。
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28時間の連続勤務時間制限
に触れずに通常勤務が可能

22:00

9

時
間
以
上
の

宿
日
直
許
可
有
の

当
直



労働時間管理（医師が行うべき作業）

勤務間インターバルの確保を確認するためには、始業・終業時刻
や副業・兼業先の労働時間などを正確に記録する。
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始業・終業時刻

勤務間インターバルが
確認できる勤怠記録

副業・兼業先の労働時間

自己研鑽の時間

正
確
に
記
録



労働時間管理（事務部門が行うべき作業）

代償休息は翌月末までに付与することが原則なので、少なくとも
月に1回は事務部門、所属長、シフト管理者は代償休息付与の必
要性について把握が必要である。本人へのフィードバックも必要。
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※事務部門から本人、所属長、シフト管理者へ
通知する場合の例を示す。
システムで自動的にアラートが表示されても可。

対象医師本人

所属長

シフト管理者

事務部門



代償休息の付与が必要な場合

代償休息を付与するケースは下図の通り。
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勤務間インターバルが8.5時間なので代償休
息を0.5時間付与することが必要



代償休息を付与された勤務計画例
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代償休息を0.5時間（30分）付与している。
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最後に

38

ご清聴ありがとうございました

©医療労務管理アドバイザー 肥田 知則


	スライド 1: 基礎からの医師の労働時間管理
	スライド 2: 目次
	スライド 3
	スライド 4: 労働時間とは
	スライド 5: 医師の自己研鑽（定義）
	スライド 6: 医師の自己研鑽（労働時間該当性の仕分け）
	スライド 7: 医師の自己研鑽（ルール作り例）
	スライド 8
	スライド 9: そもそも月100時間とは～脳・心臓疾患の労災認定基準～
	スライド 10: 面接指導実施体制構築手順
	スライド 11: 面接指導対象医師の確認
	スライド 12: 面接指導対象医師の確認（面接指導対象医師の把握）
	スライド 13: 面接指導対象医師の確認（面接指導実施についての連絡体制）
	スライド 14: 面接指導対象医師が記入する書類（睡眠負債の状況を評価する質問紙）
	スライド 15: 面接指導対象医師が記入する書類（疲労蓄積度チェックリスト）
	スライド 16: 面接指導のスケジュール化
	スライド 17: 面接指導のスケジュール化（面接指導対象医師への配慮）
	スライド 18: 面接指導のスケジュール化（面接指導実施へ必要な情報の提供）
	スライド 19
	スライド 20: 面接指導の実施
	スライド 21: 面接指導の実施（面接指導の実施と管理者への報告）
	スライド 22: 面接指導の実施（就業上の措置が必要な場合の連絡体制）
	スライド 23: 面接指導の実施（就業上の措置）
	スライド 24: 面接指導の実施（就業上の措置の記録例）
	スライド 25: （参考）月の時間外・休日労働が155時間を超えた医師の把握
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: 勤務計画作成
	スライド 29: 勤務間インターバルが確保された勤務計画例
	スライド 30
	スライド 31: 労働基準法の宿日直許可による効果
	スライド 32: 労働時間管理（医師が行うべき作業）
	スライド 33: 労働時間管理（事務部門が行うべき作業）
	スライド 34: 代償休息の付与が必要な場合
	スライド 35: 代償休息を付与された勤務計画例
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38: 最後に

